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鹿児島大学保健管理センター規則（一部抜粋） 

 

（目的） 

センターは学生及び職員の心身の健康保持その増進を図ることを目的とする 

 

（業務） 

センターは前条の目的を達成するため、次に掲げる業務を行う 

(1) 保健管理に関する実施計画の立案 

(2) 定期及び臨時の健康診断 

(3) 健康診断の事後指導 

(4) 健康相談及び指導 

(5) 精神衛生の相談及び助言 

(6) 環境衛生及び伝染病の予防に関する指導及び助言 

(7) 保健管理に関する調査研究 

(8) その他保健管理に関すること 
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は じ め に 
鹿児島大学保健管理センター 

                               所 長  川池 陽一  

 

令和 7 年度は、我々保健管理センターにとって、久しく失われていた「日常」を取り戻した一年であ

ったと感じております。振り返りますと、令和 2 年に発生した COVID-19 パンデミックは、本センター

の業務の在り方に大きな変化をもたらし、感染症対応の比重を著しく高める契機となりました。感染状

況の把握や対応といった直接的な感染対策業務にとどまらず、健康診断、一般内科診療、メンタルヘル

ス相談、さらには学生支援に至るまで、センターのほぼすべての業務が、常に感染拡大防止を念頭に置

きながら実施されてまいりました。 

また、この数年間においては、長年センターの運営に多大なご貢献をいただいた先生方が相次いで定

年を迎えられ、医師体制の世代交代も進んでまいりました。そのような中で、本年度は前年度からの大

きな人員の変動がなく、比較的安定した体制のもとで一年間の業務を遂行することができました。この

点においても、本年度は「平時」への回帰を実感する一年であったといえます。 

しかしながら、日常を取り戻したことで、かえって日常業務の負担やその広がりを改めて実感する場

面も少なくありませんでした。メンタルヘルス部門における相談支援の需要は依然として増加の一途に

あり、学生・教職員を取り巻く心理的課題の複雑化がうかがわれます。フィジカルヘルス部門におきま

しても、労働安全衛生法における熱中症対策の義務化を背景に、熱中症をはじめとする急性の体調不良

者への往診・緊急診療の機会が増えている印象があります。 

さらに、パンデミック期間中に規模縮小や中止を余儀なくされていた健康診断も、昨年度より全面的

に再開されていましたが、本年度は新たな取り組みとして、鹿児島県と連携した「子宮頸がん検診受診

促進事業」を実施することができました。これらの取り組みは、学内の健康支援にとどまらず、地域保

健への貢献という観点からも意義深いものと考えております。 

このように、感染症対応に追われた時期を経て平時に立ち返った今、改めて、本センターの担う役割

が多岐にわたり、かつ相互に関連しながら展開されていることを認識しております。そしてそれらは、

地球温暖化に伴う健康リスクの増大や、若年層におけるがん検診受診率の低さといった、より広い社会

的課題ともつながっているものと感じております。 

本年度も無事に業務を遂行することができましたのは、ひとえに関係各位のご理解とご支援の賜物で

あり、心より感謝申し上げます。今後も本センターは、学内の健康支援拠点としての役割を果たすとと

もに、広い視野を持って諸課題に取り組んでまいりたいと存じます。引き続き、ご指導ご鞭撻のほど、

何卒よろしくお願い申し上げます。 

 

（川池記） 
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Ⅰ．本年度の動向と活動の特色 
（1）心の健康相談・支援業務 

心理相談・支援業務は、近年ますます多様化・複雑化しており、身体疾患に準じた従来の集計方法のみでは、

その実態を十分に反映することが困難となってきている。そのため、本業務に関しては、従来の集計表（別表

P9）とは異なる方法による集計も併せて実施した。本集計においては、①心の健康相談初診前の問診件数を含

めること、②同一日に同一利用者に対して複数の異なる内容の支援・相談を行った場合には延べ件数として算

出すること、③匿名ケースを含めること、などの点において従来法と異なっている。これらの方法により、現

在の心理相談・支援業務の実態により近い数値の把握が可能となり、業務内容の内訳についてもより詳細な分

析が可能となっている。 

以下に、令和 6 年度の実績および参考として令和 5 年度の実績を示す。令和 6 年度の相談・支援件数は 3,772

件（延べ件数）であり、令和 5 年度の 3,240 件と比較して 500 件以上（約 16%）の増加が認められた。このこ

とから、メンタルヘルス関連業務の需要は引き続き増加傾向にあることが示唆される。内訳を見ると、心の健

康相談面接の増加が顕著であり、対面・個別対応のニーズが高まっていることがうかがわれる。一方で、電話

相談やメール相談、居場所提供などの各種支援も引き続き高い水準で推移しており、支援形態の多様化が継続

している状況にある。 

 

（2）学生定期健康診断など 

2025 年度（令和 7 年度）の学生定期健康診断は、新入生の胸部 X 線検査を 5 日間（4 月 14 日から 18 日）、

Web 問診で対面診察や血液検査が必要と判断された学生の対面診察を 4 日間（4 月 21 日から 24 日）、保健管理

センターにて行った。胸部 X 線検査日程に合わせて、歯学部による歯科検診も農・獣医共通棟にて 4 日間（4

月 14 日から 17 日）実施され、423 名の利用があった。留学生健診は、4 月 25 日の午前に結核のスクリーニン

グ採血（T-スポット）と胸部 X 線検査を実施した。また、10 月入学者健診は 10 月 21 日、22 日の 2 日間行っ

た（胸部 X 線検査）。尚、入国前結核スクリーニング制度の開始に伴い、対象国の留学生は本学での健診を免

除する運用へ移行した。

（3）保健管理センター企画室会議および保健管理センター運営委員会 

 第 1 回企画室会議および運営委員会（2025 年 7 月メール会議）で、令和 8 年度学生定期健康診断の内容と、

令和 6 年度学生の保健管理に関する自己点検・評価について審議・了承された。第 2 回企画室会議および運営

委員会（2026 年 3 月メール会議）では次年度の学校保健計画および学校安全計画が了承された。また、保健

管理センター医師の兼業状況についても審議・了承された。 

令
和
５
年
度 

相談・支援合計 3240 件（職員・学生含む、延べ件数） 

業務内容 

心の健康相談面接 648 件、電話相談・対応 607 件、メール相談・対応 663 件、

居場所提供 740 件、他機関など紹介・案内 53 件、その他（問診、紹介状作成、

修学・履修・就活・生活支援など）158 件 

令
和
６
年
度 

相談・支援合計 3772 件（職員・学生含む、延べ件数） 

業務内容 

心の健康相談面接 981 件、電話相談・対応 473 件、メール相談・対応 852 件、

居場所提供 698 件、他機関など紹介・案内 60 件、その他（問診、紹介状作成、

修学・履修・就活・生活支援など）175 件 
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Ⅱ．教育・調査・研究 

 

（１）講義・講演・学会・論文・地域貢献 

 

（講義） 

・ 川池陽一．「臨床精神医学特論」臨床心理学研究科（後期） 

・ 佐久間真友子．「健康管理」共通教育（後期） 

 

（AED 講習会） 

・ 佐久間真友子．介護等体験事前指導 ※オンデマンド（2025 年 7 月） 

 

（講演・シンポジウムなど） 

・ 川池陽一 「ハラスメント相談対応時の傾聴について」令和 7 年度ハラスメント相談員研修会 ※オンデ

マンド（2025 年 5 月） 

・ 川池陽一 「大学生に多い睡眠リズムのトラブルと快適睡眠のコツ」農学部共同獣医学部ヘルスケア講演

会（2025 年 7 月 4 日） 

・ 川池陽一 「今も多い実存的空虚に悩む大学生とその対応」第 225 回 CNS 倶楽部（2025 年 8 月 1 日） 

 

（学会） 

・ 前田将久, 田中啓仁, 小牧祐雅, 上村修司, 井戸章雄. 「当院におけるクローン病に対するリサンキズマ

ブの長期的使用成績」 第 125 回日本消化器病学会九州支部例会（2025 年 5 月 16-17 日） 

・ 佐久間真友子，中村聡子，山口由佳，蒲地亜紀代，磯脇和代，中村杏奈，小牧祐雅，川池陽一．「鹿児島

大学の学生におけるビンジ飲酒の実態と影響」第 55回九州地区大学保健管理研究協議会（2025年 8月 19-20

日） 

・ 川池陽一，永井真美子，大渓俊幸，堀田 亮，馬渕麻由子，古川 卓 「Covid-19 パンデミックが学生支

援業務（主に相談業務）に与えた影響に関する実態調査」 第 63 回全国大学保健管理研究集会 （2025

年 9 月 20 日） 

・ 小牧祐雅. 「小腸出血 vs. 大腸出血の背景とアウトカム」 第 1 回下部消化管疾患研究会学術集会（2025

年 10 月 31 日) 

・ 前田将久, 田中啓仁, 森 聡志, 小牧祐雅, 上村修司. 「潰瘍性大腸炎急性増悪時における腸管生検組織

CMV-DNA 定量 PCR の診断性能とバイオマーカーとの関連」 第 126 回日本消化器病学会九州支部例会（2025

年 11 月 28-29 日） 

・ 新山寛季, 大井貴之, 小牧祐雅, 今中 大, 佐々木文郷, 上村修司. 「COVID-19感染後に発症したと考え

られる Mesenteric inflammatory veno-occlusive disease の 1 例」 第 126 回日本消化器病学会九州支部

例会（2025 年 11 月 28-29日） 

・ Mori S, Maeda N, Kuwazuru K, Sameshima Y, Tanaka A, Komaki Y, Kanmura S. The Practical Utility 

of Janus Kinase Inhibitors in Ulcerative Colitis: A Real-World Multicentre Study. 21st Congress 

of European Crohn’s and Colitis Organisation (ECCO)（2026 年 2 月 18-21 日） 
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（論文） 

・ Jin'o Y, Ushikai M, Komaki Y, Masuda K, Horiuchi M. Involvement of community pharmacy pharmacists 

in fecal immunochemical test screening without government support in Japan. PLoS One. 20(5), 

e0322879. 2025 年 5 月 

 

（地域貢献） 

・ 川池陽一. 鹿児島県精神科病院実地審査委員、医療観察法精神保健審判員、医療観察法病棟倫理委員会

議員、鹿児島県職員健康相談員 

・ 小牧祐雅. 鹿児島県指定難病審査会委員 
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（２）調査報告① 2025年度 学生結核スクリーニング採血検査について 

＜実施方法＞ 2025 年度学生定期健康診断（Web 問診）時と留学生健康診断（チェックリスト問診）時，受

診者全員に対して以下のアンケートを実施 

Q1．最近 1 年間で，結核の高蔓延地域にトータルで 1 ヵ月以上居住・滞在したことがありますか？ 

Q2．Yes の方は，採血検査を受けるべきですが，受けますか？ 

・Yes と回答した学生に対し結核スクリーニング採血（商品名 T-spot）を無料で実施 

＜結  果＞  

 

 

 

 

・判定保留１名 

病院受診を促すも経済的理由により受診拒否 

自覚症状なく周囲に結核罹患者もいないことを確認し、胸部 X 線検査異常なしのため経過観察 

2025 年度 外国人留学生出身国（地域）別人数      ■結核高蔓延国等出身者 339 名（92％） 

 

 

陽性 判定保留 陰性 合計(名) 

留学生 0 1 39 40 

留学生以外 0 0 1 1 

合計(名) 0 1 40 41 
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調査報告② 2025 年度 化学薬品使用学生の採血結果について 

 

＜実施方法＞ 

・2025 年度学生定期健康診断（Web 問診）時に受診者全員（学部新入生は除く）に対し， 

以下アンケートを実施 

Q1．実習や実験で，有害な化学薬品を扱う予定がありますか？または扱っていますか？ 

Q2．Yes の方は，採血検査を受けるべきですが，受けますか？ 

・Yes と回答した学生に対し無料で実施 

（検査項目：肝機能検査，中性脂肪，コリンエステラーゼ，尿素窒素，尿酸，末梢血） 

  

＜結  果＞ 

・採 血 者： 76 名 （男性 55 名、女性 21 名） 

・要精密検査者：  2 名 

 

＜事後措置＞ 

・化学薬品暴露における被害：0 名 

・肝機能異常者 1 名は外部医療機関紹介、尿酸高値 1 名は医師による食事・運動指導を実施 
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調査報告③ 喫煙率の変遷 

 
 

図 1 学生の喫煙率 

 

 

 

図 2 職員の喫煙率 
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Ⅲ．安全点検／産業保健活動 
学校保健安全法に基づく安全点検および労働安全衛生法に基づく臨時職場巡視の報告書 

（定期の職場巡視に関しては含まれない） 

 

点検日時 2026 年 2 月 

点検者 安全衛生担当者，佐久間（産業医），本田（保健師） 

撮影場所 農場通用門付近 

指摘事項 本学は敷地内に加え，大学周辺の禁煙の他，休み時間を含む就業時間内および就学時間内

も禁煙であるが，相変わらず規則違反が続いている。背景に認識不足も多く，今後も継続

的な啓発活動が必要である。 

画像資料 

 

毎月排水溝内に多くの吸い殻が捨てられている。 

 

通用門を中心にのぼり旗等を設置している。 
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Ⅳ．保健管理センターの利用状況 
 

表１a 保健管理センター利用状況（全学生） 

 

 

表１b 保健管理センター利用状況（職員） 
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表１c 桜ヶ丘分室利用状況（学生） 

 

2024 年度 

 

 

2025 年度 

 

 

 

表１d 桜ヶ丘分室利用状況（教職員） 

 

2024 年度 
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2025 年度 

 

 

表２ 特別・一般および臨時健康診断等（学生） 

2024 年度 

 

 

2025 年度 

 

※表１c、表１d、表２に関しては編集の都合上 2024年度、2025 年度の 2 年分を掲載 
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Ⅴ．定期健康診断など
 

はじめに 

学校保健安全法施行規則は、大学における結核健診の時期を第一学年としているため、定期健康診断で実

施する胸部 X 線撮影については、新入生以外は法的な必須検査ではない。鹿児島大学では、2016 年度から新

入生のみに実施し、検査結果の読影は外部委託のみとした。また、同年度より検尿は中止となった。2020 年

度から、新型コロナウイルスの流行をきっかけとして、web 問診を導入した。対面の内科診察は 2022 年度

からは全学年の有所見者のみに行っている。歯科検診は、本学歯学部によって 2011 年度より行われている。

定期健康診断時に行われる採血検査については調査報告（P5、P6）に記載する。10 月入学者健診について

は表 5 にまとめる。 

 

表 1a 定期健康診断受診率（学部学生） 
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表 1b 定期健康診断受診率（大学院生等） 

 

 

 

表 2a 理学的所見による要精検者（学部学生） 
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表 2b 理学的所見による要精検者（大学院生等） 

 

表 3a 胸部 X 線検査による要精検者（学部１年生） 

 

表 3b 胸部 X 線検査による要精検者（大学院１年生） 
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表 3ｃ 胸部 X 線検査による要精検者のまとめ 

 

表 4a ＢＭＩ値（学部学生男子） 

 

 表 4b ＢＭＩ値（学部学生女子） 
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表 4c ＢＭＩ値（大学院生男子） 

 

 

表 4d ＢＭＩ値（大学院生女子） 

 

 

 

表 5 10 月入学者健診：胸部 X 線検査のみ 

  2021※2 2022※2 2023 2024 2025 

1 次検診 
受診者 9 28 52 59 45 

免除者※1 0 4 34 54 61  

精密検診 
精密対象者 0 0 0 1 0 

受診者 0 0 0 1※3 0 

最終診断 
要観察者 0 0 0 - 0  

要医療者 0 0 0 - 0  

※1 3 ヶ月以内に胸部 X 線検査を受けたことが証明できる学生、妊娠中の学生等 

※2 4 月以降の入学者でコロナの影響により入国が遅れたものも含む 

※3 2 次検診のため当センターより専門医紹介となったが受診されず、本人及び担当教員に再度受診促すも

連絡が取れなかったため追跡できていない 
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Ⅵ．保健管理センターの沿革 
 

昭和 29 年    鹿児島大学保健診療所設置 

昭和 40 年    鹿児島大学学生相談室設置 

昭和 47 年  2 月  鹿児島大学保健管理センター設置準備懇談会発足，世話役 宮司祐三学生部長 

昭和 47 年  5 月  国立学校設置法施行規則の改正（省令第 11 号）により，本学に保健管理センター設置 

   新規講師定員 1 名及び看護婦定員 1 名 

   保健管理センター所長事務取扱に宮司祐三学生部長（併任）就任 

昭和 47 年  12 月  鹿児島大学保健管理センター規則，鹿児島大学保健管理センター所長及び教員選考規則制定 

昭和 48 年  1 月  保健管理センター所長に医学部篠原慎治教授（併任）就任 

   医学部（神経精神医学）川池浩二助手，保健管理センター講師就任 

昭和 50 年  5 月  診療所開設（厚生省認可） 

昭和 51 年 3 月  保健管理センター新庁舎落成 

昭和 51 年  9 月  新庁舎で業務開始 

昭和 51 年 10 月  教授定員 1 名純増 

昭和 52 年 1 月  医学部（神経精神医学）新里邦夫助教授，保健管理センター教授就任 

昭和 52 年 6 月  川池浩二講師，附属病院へ配置替え 

昭和 52 年 11 月  医学部（第二内科学）美坂幸治助手，保健管理センター講師就任 

昭和 55 年 4 月  美坂幸治講師，教育学部教授に転出 

昭和 55 年 11 月  医学部（第一内科学）前田芳夫助手，保健管理センター講師就任 

昭和 56 年 1 月  保健管理センター所長に新里邦夫教授就任 

昭和 57 年 4 月  前田芳夫講師，助教授就任 

昭和 57 年 11 月  新里邦夫所長，保健管理センター所長退任，県立鹿児島保養院院長に転出 

   保健管理センター所長事務取扱に岩熊三郎学生部長（併任）就任 

昭和 58 年 1 月  医学部（神経精神医学）瀧川守国助教授，保健管理センター教授就任 

昭和 58 年 6 月  保健管理センター所長に瀧川守国教授就任 

平成 6 年 8 月  瀧川守国教授，保健管理センター所長退任，医学部（神経精神医学）教授に転出 

   保健管理センター所長に前田芳夫助教授就任 

平成 6 年 9 月  前田芳夫助教授，教授就任 

平成 6 年 11 月  医学部（神経精神医学）野間口光男助手，保健管理センター講師就任 

平成 8 年 7 月  野間口光男講師，鹿児島県立姶良病院医長に転出 

   医学部（神経精神医学）上山健一助教授，保健管理センター助教授就任 

平成 9 年 10 月  第 35 回全国大学保健管理研究集会開催（於：鹿児島市民文化ホール） 
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平成 10 年 3 月  上山健一助教授，鹿児島県立姶良病院院長に転出 

平成 10 年 4 月  医学部（神経精神医学）森岡洋史講師，保健管理センター助教授就任 

平成 15 年 3 月  前田芳夫教授，鹿児島大学教員定年規則により退官 

平成 15 年 4 月  保健管理センター所長事務取扱に種村完司副学長（併任）就任 

平成 15 年 6 月  森岡洋史助教授，保健管理センター教授ならびに所長（併任）就任 

平成 15 年 10 月  医学部（第三内科学）榮樂信隆助手，保健管理センター助教授就任 

平成 18 年 1 月  河村 裕医師，保健管理センター助手（産業医）就任 

平成 18 年 3 月  榮樂信隆助教授退任 

平成 18 年 4 月  鹿児島赤十字病院（内科）伊地知信二部長，保健管理センター助教授就任 

平成 19 年 4 月  職名変更（助教授→准教授，助手→助教） 

平成 19 年 8 月  九州地区大学保健管理研究協議会主催 

平成 21 年 3 月  河村 裕助教退任 

平成 21 年 11 月  鮫島久美医師，保健管理センター助教就任 

平成 23 年 3 月  森岡洋史教授，保健管理センター所長退任 

平成 23 年 4 月  伊地知信二准教授，教授・保健管理センター所長就任 

 4 月  森岡洋史教授，特任教授就任 

平成 24 年 4 月  医学部（神経科精神科）川池陽一助教，保健管理センター准教授就任 

平成 25 年 7 月  障害学生支援室（平成 26 年 4 月からセンター）との連携開始 

平成 26 年 3 月  増築改修工事開始 

平成 27 年 1 月  増築改修工事終了 

平成 27 年 12 月  ストレスチェック制度施行（労働安全衛生法改正） 

平成 28 年 4 月  障害者差別解消法施行 

平成 30 年 12 月  7 月の健康増進法改正を受け，総務省が本学の喫煙所が受動喫煙を起こすと公表（あっせん） 

令和 2 年 1 月  敷地内全面禁煙化完全実施 

令和 3 年 3 月  森岡洋史特任教授退任 

令和 3 年 7 月  第 51 回九州地区大学保健管理研究協議会主催（オンデマンド） 

令和 5 年 3 月  鮫島久美助教退任 

令和 5 年 4 月  佐久間真友子助教就任 

令和 6 年 3 月  伊地知信二教授（所長）退任 

令和 6 年 4 月  川池陽一准教授、教授（所長）就任 

令和 6 年 7 月  小牧祐雅准教授就任 
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Ⅶ．2026 年度学校保健計画及び学校安全計画 
（注）一部4月以降に決まった変更を含む 

 行     事 内     容 教育活動 安全点検 

４ 

・入学式 

・学生定期健康診断（Web問診） 

 

 

 

・学生化学物質取扱者（有機溶剤取扱者）採血検査 

・学生結核の採血検査（IGRA） 

・留学生定期健康診断特別日程 

救護待機 

4月3日～２2日 

問診（内科、身長体重、皮膚科・眼科・耳鼻咽喉科） 

胸部Ｘ線デジタル撮影（新入生のみ 13日～17日） 

対面診察（該当者のみ20日～23日） 

4月20日～22日 

4月20日～22日 

4月24日 

AED講習 

卒煙支援 

禁煙講演 

ｴﾋﾟﾍﾟﾝ講演 

随時実施 

５ 

・健康診断証明書発行開始（Web発行） 

・第1回電離放射線健康診断（学生・教職員） 

・学生定期健康診断受診者への精密検査通知 

・健康診断証明書発行開始（自動発行機） 

・体育系サークルの健康診断 

・学生定期健康診断の事後措置 

 

問診、眼、皮膚、血液検査 

 

 

 

要精密検査者に個別指示（胸部Ⅹ線検査） 

 

６ 

・学生定期健康診断の事後措置 

 

・学生化学物質取扱者・結核の採血後の事後措置 

・就職試験用等健康診断開始 

・職員定期健康診断事後措置（附属小等） 

・ストレスチェック（職員） 

・2027年度 学生定期健康診断日程（案）計画 

・第１回保健管理センター運営委員会 

要精密検査者に個別指示 

（内科、皮膚科、眼科、耳鼻咽喉科） 

要再検査者に個別指示 

 

 

 

2027年度 学生定期健康診断実施計画（案） 

  

７ 

・卒業生のカルテ整理・保管 

・臨時健康診断（学校職員等採用時健康診断） 

   

８ 

・学生定期健康診断精密検査結果処理 

・第56回九州地区大学保健管理研究協議会 

・職員一般定期健康診断（外部委託） 

・職員特定業務従事者健康診断（外部委託） 

 

8月27・28日 現地開催（当番：福岡教育大学） 

  

９ 
・職員健康診断事後措置  
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行     事 内     容 教育活動 

安全点

検 

10 

・10月入学者健康診断 

・ストレスチェック事後措置 

・総合型選抜入試 

胸部Ｘ線デジタル撮影 

産業医面談等 

救護待機 

AED講習 

卒煙支援 

禁煙講演 

ｴﾋﾟﾍﾟﾝ講演 

随時実施 

11 

・情報機器作業従事者健康診断（職員） 

・第2回電離放射線健康診断（学生・教職員） 

・学校推薦型選抜Ⅰ入試等 

・第64回全国大学保健管理研究集会 

・2026年度 一般社団法人国立大学保健管理施設 

協議会 

視力、問診等 

問診、眼、皮膚、血液検査 

救護待機 

11月4・5日（当番：新潟大学） 

11月6日（当番：信州大学） 

12 

・センター利用者年間統計資料作成 

・総合型選抜入試等 

・学校推薦型選抜Ⅱ入試等 

 

救護待機 

救護待機 

 

１ 

・健康相談日年間計画表作成 

・大学入学共通テスト 

2027年度 学医及びカウンセラー 

救護待機 

  

２ 

・一般選抜（前期日程） 

・第2回職員特定業務従事者健康診断（外部委託） 

救護待機 

 

  

３ 

・職員健康診断事後措置 

・第2回保健管理センター運営委員会 

・保健管理センター年報原稿作成 

・棚卸 

・卒業生の診療カルテ整理・保管 

・一般選抜（後期日程） 

・共同獣医学部国家資格免許申請のための健康診断 

・医歯学部国家資格免許申請のための健康診断 

・卒業式 

 

2027年度学校保健計画・学校安全計画（案） 

 

 

 

救護待機 

診察、診断書発行 

診察、診断書発行 

救護待機 
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Ⅷ．保健管理体制 

 

（１）保健管理センター職員 

 

（令和 8 年 3 月現在） 

 

所長  教 授  川池陽一 （精神科） 

産業医  准教授  小牧祐雅 （内科） 

産業医  助 教  佐久間真友子 （内科） 

保健師    中村聡子 

保健師    山口由佳 

保健師    蒲地亜紀代 

保健師    満本恵 

保健師    本田夏奈子 

 

カウンセラー   永田純子 

カウンセラー（非常勤講師） 田沼利枝 

カウンセラー（非常勤講師） 入角千晶 

カウンセラー（非常勤講師） 石田 愛 

カウンセラー（特任ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ） 山田優里香 

ソーシャルワーカー  黒瀬真弓 

事務補佐員   玉利千鶴 

事務補佐員   上赤佳代 
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（２）保健管理センター運営委員会委員 
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あ と が き 
 

 

2025年度は，学生の健康に関する相談や支援のあり方にさまざまな動きがみられた一年でした。秋以

降，全国的にインフルエンザの流行が報告され，本学でも発熱や体調不良に関する個別相談が増加しま

した。社会全体で感染症への意識が薄れつつある中，基本的な予防行動の大切さを学生とともに再確認

する機会となりました。保健管理センターでは，日々の相談対応を通じて，学生が安心して学業や生活

を続けられるよう，丁寧な支援を心がけてきました。 

また，国際交流の再活性化に伴い，留学生の受け入れが増加した一年でもありました。2025年度から

一部の国で入国前結核スクリーニングが導入され，留学者健診の体制にも変化が生じました。制度移行

期には，学生への案内や関係部署との調整を丁寧に進め，円滑な対応に努めました。これらの取り組み

を通じて，留学生が安心して本学での生活を始められるよう，関係者が連携しながら支援体制を整えて

きました。 

一方で，学生の心身の不調や生活リズムの乱れ，スマートフォン使用に関する悩みなど，コロナ禍以

降に顕在化した課題は依然として続いています。相談内容は多岐にわたり，学業や人間関係，生活習慣

に関するものなど，学生一人ひとりが抱える困りごとは多様化しています。こうした状況に対応するた

め，センターとしても体制整備や支援方法の検討を進め，学生が必要なときに適切な支援につながれる

環境づくりを進めてきました。 

本年度も多くの教職員の皆様にご理解とご協力を賜りましたことに深く感謝申し上げます。次年度も，

学生の健やかな学びと成長を支える拠点として，より一層の充実を図ってまいります。 

 

 

佐久間 記 
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